
加治川スポーツ振興会 主催 

テニス大会 参加者募集!! 

と き  １０月２日（日） 受付 ８：３０～９：００ 

会 場  大天城公園テニスコート 

種 目  シングルスの部及びダブルスの部（硬式） 

      競技方法は当日会場でお知らせします。 

参加資格 加治川地区在住、在勤のテニス愛好者であればどなた

でも可能です。 

参加費  1 人５００円（当日徴収、昼食代他諸経費として） 

その他  当日の飛び入り参加も可能です（受付時間内に会場受

付に申し出てください）。※大会は雨天中止です。 

申込み  加治川テニスクラブ 伊藤  ☎33-3246 

または ☎090-5548-9462 

 

 

加治川スポーツ振興会 主催 

大天城野球大会  開催のお知らせ 
 

暑い夏が終わり、秋開催の大天城野球大会。 

出場お待ちしています。 

と き   １０月 ９日 （日）  8：30～ 

       ※雨天の場合は１０月１６日（日）に延期。 

 

ところ   大天城公園野球場・加治川地区屋外運動場 

※参加チーム数により、加治川中学校グラウンド 

対 象   市内で活動している野球チーム 

申込締切  ９月２３日（金） 

問合せ先  実行委員会 増子 ☎090-5414-2702 

 

公民館まつり (１１/５～６開催) 
展示作品・出演者募集!！ 

「加治川地区公民館まつり」の展示作品・ステージ発表団体を募集

します。日頃の学習成果を発表できる機会です。みなさんの素敵な

作品や出演団体をお待ちしています。 

と き 11 月５日（土）・６日（日）（ステージ発表は 6 日のみ） 

ところ 加治川地区体育館 

募集内容 

①作品展示 

絵画・書道・写真・生け

花・手芸・菊花・盆栽・

絵手紙・ちぎり絵・陶芸など、一人３点まで。趣味などの作品

も大歓迎です。 

搬 入：10 月２８日（金）～11 月１日（火） 

9：00～17：00 まで 

※生け花は 11 月４日（金）9：00～17：00 まで 

搬 出：11 月６日（日）15：30～17：00 まで 

 ②ステージ発表 

  踊り・詩吟・合唱・演奏・

ダンスなど 

料  金 無料 

応募資格 加治川地区公民館  

を拠点として活動

している個人・団体 

申 込 み 10 月 1４日（金）までに申込書を加治川地区公民館へ

提出してください。申込書は加治川地区公民館・中川

分館・金塚分館にあります。 

問合せ先 加治川地区公民館 

ふるさと歴史講座「加治川で暮らす物語」 
「加治川で暮らす物語」をテーマに古代・中世・近世・近代の歴

史をたどる 3 回シリーズの講座です。文化の秋に加治川の歴史の

魅力に気づき、ふるさとの歴史の奥深さを体感してみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と こ ろ  第１回・第３回：加治川地区公民館「講堂」 

      第２回：加治川地区公民館１３：２５集合後、マイ

クロバスで移動し、徒歩で現地探訪（小雨決行。雨

天時は加治川地区公民館「講堂」） 

対  象  どなたでも 

参 加 費  第１回、第３回 各 100 円（資料代） 

第２回 ２００円（資料代・保険代） 

各回ご持参ください。 

定  員  第１回、第３回 各５０名 第２回 ２５名 

      （先着順） 

申 込 み  加治川地区在住…９月７日（水）から受付開始。 

一般の方…９月９日（金）から受付開始。 

問合せ先  加治川地区公民館 ☎ 33-2433 
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発行：平成２８年９月１日 
 

第１回（古代・中世編）        

１０月 ５日（水）１０：００～正午 

「加治川水系における内水面交通のはじまり」 

 講師：歴史図書館整備室職員（鶴巻） 

第２回（歴史探訪編）      

１０月２７日（木）１３：３０～１６：３０ 

「加治川流域歴史散歩」 

講師：新発田郷土研究会 伊藤久司さん 

第３回（近世・近代編）        

１１月１５日（火）１０：００～正午 

「加治川地区の出羽三山信仰」  

講師：歴史図書館整備室職員（鈴木） 
 

ここだから発展してきた

文化や生活があるんだ

なあ。昔の景色と暮らし

を想像してみない？ 

 

はじめてでも分

かりやすくて面

白いと思うよ。 

 

今まで当たり前

のように感じて

いたことが、実

は・・・・・、って

発見。 


